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マルハニチロ株式会社（本社所在地：東京都江東区、代表取締役社長：伊藤滋）は、DHA（ドコサ

ヘキサエン酸）を関与成分として「記憶をサポートする」缶詰2品、びん詰1品を、2016年7月1日（金）
より、全国で新発売いたします。 

 
マルハニチロでは長年、魚由来の健康栄養素であるDHAの研究に取り組み、2015年4月1日より

施行された食品に機能性を表示できる新たな制度を活用し、この度、DHAを関与成分とする機能性
表示食品「さば水煮M

エム
」・「さけフレークM

エム
」・「油そのままツナフレークM

エム
まぐろ油漬オリーブオイル

仕立て」の3品を発売することになりました。 
 
新発売いたします3品は、研究レビューから「DHAには認知機能の一部である、数・ことば・図形・

状況などの情報の記憶をサポートする機能があることが報告されている」とした商品で、消費者庁に
届出し、受理されました。缶詰・びん詰として初めての脳機能に関する機能性表示食品です。 

 
この度発売する機能性表示食品3品をラインアップに加え、マルハニチロの発売済み機能性表示食

品は缶詰4品、びん詰2品、魚肉ソーセージ3品、全9品となりました。魚由来の健康栄養素を基軸に
した毎日おいしく食べていただける商品の研究・開発・提供を通じて、みなさまの生涯の健康をサポ
ートして参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１６年 6月 1日 
 

-記憶をサポートする- 

缶詰「さば水煮Ｍ
エム

」、瓶詰「さけフレークＭ
エム

」、 

缶詰「油そのままツナフレークＭ
エム

まぐろ油漬オリーブオイル仕立て」 

７月１日新発売 

ＤＨＡ関与成分の 「機能性表示食品」 

缶詰・びん詰で初めて、“認知機能”で受理 
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「さば水煮M

エム

」 
【 届出内容 】 
■届出表示： 
「本品には DHA が含まれます。DHA には認知機能の一部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポート

する機能があることが報告されています。」 

■届出番号：A218  （届出日 2016年 2月 12日） 

■1日当たりの摂取目安量：１缶（190g） 

■1日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の含有量： 

 １缶（190g）当たり 機能性関与成分 DHA 880mg 

■届出詳細内容： 

下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

http://www.caa.go.jp/foods/todoke_201-225.html 

 

【 商品特長 】 

■機能性関与成分 DHAが 1缶（190g）当たり 880mg入った、記憶をサポートするさば水煮缶です。 

■さばそのものに含まれている豊富な DHAを利用しており、添加はしておりません。 

 

【 栄養成分 １日摂取目安量(190グラム)当たり 】 

エネルギー141～511kcal、たんぱく質 27.0g、脂質 4.7～43.5g、炭水化物 0g、食塩相当量 1.9g 
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「さけフレークM
エム

」 
【 届出内容 】 
■届出表示： 
「本品には DHA が含まれます。DHA には認知機能の一部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポート

する機能があることが報告されています。」 

■届出番号：A230  （届出日 2016年 2月 25日） 

■1日当たりの摂取目安量：20ｇ（内容量の 1/3） 

■1日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の含有量： 

  20g当たり 機能性関与成分 DHA 880mg 

■届出詳細内容： 

下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

http://www.caa.go.jp/foods/todoke_226-250.html 

 

【 商品特長 】 

■記憶をサポートする機能がある魚由来の栄養素、DHAを配合したびん詰です。 

■１日摂取目安量：20ｇ（内容量の 1/3）を食することにより、DHA880ｍｇを摂取することができ

ます。 

■当社従来品（あけぼのさけフレーク 52ｇ）に比べ、塩分を約２割控えめにしております。 

 

【 栄養成分 １日摂取目安量（20グラム）当たり】 

エネルギー73kcal、たんぱく質 4.3g、脂質 5.8g、炭水化物 0.9g、食塩相当量 0.6g 
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「油そのままツナフレークM
エム

まぐろ油漬オリーブオイル仕立て」 
 

【 届出内容 】 
■届出表示： 
「本品には DHA が含まれます。DHA には認知機能の一部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポート

する機能があることが報告されています。」 

■届出番号：A231  （届出日 2016年 2月 25日） 

■1日当たりの摂取目安量：１缶（70g） 

■1日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の含有量： 

  １缶（70g）当たり 機能性関与成分 DHA 880mg 

■届出詳細内容： 

下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

http://www.caa.go.jp/foods/todoke_226-250.html 

 

【 商品特長 】 

■記憶をサポートする機能がある魚由来の栄養素、DHAを配合した缶詰です。 

■１日摂取目安量 70ｇ（1缶）を食することにより、DHA 880ｍｇを摂取することができます。 

■油の中にも DHAが含まれているので、油ごと一緒にお召し上がりください。 

■本品にはオリーブオイルを使用しており、油ごと一緒にお召し上がり頂き易い仕立てにしておりま

す。 

 

【 栄養成分 １日摂取目安量（70グラム）当たり】 

エネルギー219kcal、たんぱく質 11.9g、脂質 19.0g、炭水化物 0g、食塩相当量 0.6g 
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【 商品リスト 】 

商品名 規格 
希望小売価格 

（税抜） 
発売日 発売エリア 

さば水煮 M
エム

 1缶（190g） 200円 2016年 7月 1日（金） 全 国 

さけフレーク M
エム

  1びん（60g） 300円 2016年 7月 1日（金） 全 国 

油そのままツナフレーク M
エム

 

まぐろ油漬オリーブオイル仕立て 

1缶（70g） 180円 2016年 7月 1日（金） 全 国 

 

機能性表示食品とは： 
 事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能性を表示した食品です。販売前に安全性および

機能性の根拠に関する情報などが消費者庁長官に届け出られたものです。ただし、特定保健用食品と

は異なり、消費者庁長官の個別の許可を受けたものではありません。（消費者庁ホームページより） 

 

【 商品パッケージ共通記載内容 】 
■本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。 

■本品は、疾病に罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を計画している者を含む。）及び授乳婦

を対象に開発された商品ではありません。 

■疾病を罹患している場合は医師に、医薬品を服用している場合は医師、薬剤師に相談してください。

■体調に異変を感じた際は、速やかに摂取を中止し、医師に相談してください。 

 

【 ご参考（別紙）  DHAの認知機能(記憶を含む)に関するメカニズム 】 
DHAの認知機能（記憶を含む）に関するメカニズムにつきましては、消費者庁ホームページに掲載

されております各商品の届出詳細内容のうち、有識者向け公開情報（※1）に含まれている「作用機

序（※2）に関する説明資料」（別紙：「さば水煮 M
エム
」）をご参照ください。 
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（※1）有識者向け公開情報（基本情報）は、下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

●さば水煮 M
エム

            http://www.caa.go.jp/foods/pdf/A218-kihon.pdf 

●さけフレーク M
エム

          http://www.caa.go.jp/foods/pdf/A230-kihon.pdf 

●油そのままツナフレーク M
エム
まぐろ油漬オリーブオイル仕立て 

http://www.caa.go.jp/foods/pdf/A231-kihon.pdf 

 

（※2）作用機序とは： 

 機能性関与成分（今回の場合、DHA）が、機能性を発揮する仕組み、メカニズムを意味します。 

 

以 上 

 

お客様からのお問い合わせ先 

マルハニチロお客様相談室 

フリーダイヤル   0120-040826 
 

 

 

報道各位からのお問い合わせ先 

マルハニチロ株式会社 広報ＩＲ部 

Tel 03-6833-0826 Fax 03-6833-0506 
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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 
さば水煮M

ｴﾑ

 

機能性関与成分名 DHA 

表示しようとする

機能性 
本品には DHA が含まれます。DHA には認知機能の一部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポ

ートする機能があることが報告されています。 

 
２．作用機序 

DHA の認知機能（記憶を含む）に関する作用機序は、以下の報告に基づくと考えられる。 

 

・DHA は、経口摂取の後に小腸で吸収され、血液脳関門を通過して脳に到達し、神経細胞

に取り込まれる 1-3)。 

・DHA は、記憶の形成に重要な役割を果たしている脳の海馬において、神経細胞の新生を

促進する 4)。 

・DHA は、シナプス（神経細胞間の情報伝達が行われている部位）の膜の流動性を高め、

神経伝達物質（シナプスにおいて情報伝達を行う物質）である NMDA（N-メチル-D-アス

パラギン酸）の受容体を活性化し、長期増強（シナプスにおける情報伝達が効率の良い状

態のまま長期的に維持される現象）を誘導する 5,6)。 

・DHA は、神経細胞へのアミロイドβタンパク質の凝集を抑制する 7-9)。 

・DHA は、脳血流量を増加させ、脳への酸素供給（オキシヘモグロビン量の増加）を促進

し、脳機能を活性化させる 10) 。 

 

記憶は、神経細胞がシナプスで結合してネットワークが構築されることにより形成され

る。その維持には、海馬のシナプスにおいて神経伝達物質の量が増加し、その受容体が活

性化され、長期増強が誘導されることが重要とされている。DHA は、シナプスの膜に高濃

度で存在して膜の流動性を高め、NMDA の受容体を活性化させることで記憶の維持に寄与

するとされている。 

一方、加齢に伴う認知機能（記憶を含む）の低下の要因の一つに、神経細胞へのアミロ

イドβタンパク質の凝集による神経細胞の損傷が知られている。DHA は、その凝集を抑制

することで認知機能の維持に貢献するとされている。 

以上の作用機序により、DHAは認知機能の一部である記憶をサポートすると考えられる。 
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